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平成２５年度第２回 新居浜市国民健康保険運営協議会 議事録 

 

１ 日時 平成２６年２月５日（水） １３：３０～１４：２０ 

 

２ 場所 新居浜市保健センター 中会議室 

 

３ 出席者 

 運営協議会委員 

  被保険者代表        白石 忍、次井 孝美、岡本 美登里、妻鳥 正子 

  保険医又は保険薬剤師代表  山内 保生、大野 髙溥、北村 好隆 

  公益代表          岩本 和強、高橋 一郎、真木 増次郎、頼木 熙子 

  被用者保険等保険者代表   鳥飼 俊幸、福田 幹大 

 事務局（市）         神野福祉部長、園部国保課長 

                石井主幹、桑内副課長、櫻木副課長、宮崎副課長 

 

４ 欠席者 

保険医又は保険薬剤師代表  井石 安比古 

 

５ 傍聴人  １名 

 

６ 議題 

（１） 国民健康保険運営協議会 会長の選任について 

（２） 平成２５年度国民健康保険特別会計３月補正について 

（３） 平成２５年度国民健康保険特別会計決算見込みについて 

（４） 諮問事項について 

（５） 平成２６年度国民健康保険事業計画（案）及び予算方針（案）、当初予算（案）に

ついて 

（６） その他 

① あいクリニックへの訴訟報告 

② 運営協議会委員の任期満了及び新委員の公募、推薦依頼について 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉部長 

 

事務局 

 

 

 

副会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

定刻がまいりましたので、ただ今から平成２５年度第２回新居浜市国民

健康保険運営協議会を開会いたします。 

本日は、保険医又は保険薬剤師代表の井石委員さんから欠席の連絡があ

りましたので､ご報告いたします。 

「公益を代表する委員」の佐々木文義委員と永易英寿委員が９月３０日

に辞職されました。新たに高橋一郎委員と真木増次郎委員に福祉部神野部

長より委嘱状を交付しますので前にお進みください。 

（委嘱状交付） 

高橋委員と真木委員、今後ともよろしくお願いします。 

なお、本日のこの会議は、新居浜市国民健康保険条例施行規則第６条に

規定されておりますように「全委員の２分の１以上、かつ、各代表委員１

名以上の出席」の条件を満たしており、会議は成立していることをご報告

いたします。 

議事に先立ちまして、議事録署名人の決定を行います。被保険者を代表

する白石委員と保険医又は保険薬剤師を代表する北村委員にお願いいた

したいのですが、よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

両委員のかた、よろしくお願いします。 

それでは、開会にあたりまして、神野福祉部長より一言ご挨拶を申し上

げます。 

 

 （部長挨拶） 

 

これより議事に入りますが、国民健康保険条例施行規則第４条の規定に

よりまして、現在、会長席が不在になっておりますので、会長が選出され

るまでの間、副会長の頼木副会長に、司会進行をお願いします。 

 

それでは、会長が決まるまでの間、議事進行をさせていただきますので

よろしくお願いします。 

それでは、これより１号議案「運営協議会会長の選任について」を議題

といたします。事務局より説明を求めます。 

 

会長の選任につきましては、新居浜市国民健康保険条例施行規則第３条

２項に基づき、「会長及び副会長は、公益を代表する委員のうちから,全委

員によって選ぶこと」となっております。 

大変恐縮ですが、事前に公益を代表する委員さんに協議していただき、
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会長 
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会長に高橋委員が推薦されました。 

 

ここで、みなさまにお諮りいたします。 

ただいま、推薦されました会長の選任につきまして賛成の方は挙手をお

願いいたします。   

  

 １１名 賛成 

 

出席委員全員の賛成によりまして、会長が選任されました。 

 高橋委員、こちら（正面）の会長席への移動をお願いいたします。 

 それでは、高橋会長にご挨拶をお願いいたします。 

 

 （会長挨拶） 

続きまして、議事に入りますが、新居浜市国民健康保険条例施行規則第

５条の規定によりまして、「会長が議事の進行を行うこと」となっており

ますので、これからの議事を進行させていただきます。 

それでは、２号議案「平成２５年度国民健康保険事業特別会計３月補正

予算案について」を議題といたします。事務局より説明をお願いします。 

 

平成２５年度国民健康保険事業特別会計３月補正予算（案）につきまし

て、ご説明申し上げます。お手元の資料１ページをお開きください。 

今回の補正予算について、歳出の中で最も大きな割合を占めております保

険給付費は、被保険者の外来、入院に伴う診療や薬剤などの費用でございま

すが、今年３月から１０月までの診療実績に基づき、今後の必要額を見込ん

で、療養給付費の一般被保険者分として１億１，０５１万９千円を減額して

おります。 

次に、高額療養費でございますが、一定の自己負担額を超えた時に被保

険者に支給するもので、一般被保険者分として１，９９９万１千円を増額

しております。 

諸支出金の一般償還金につきましては、主には国庫支出金である平成２

４年度療養給付費等負担金の償還分が、１億１８８万６，１０１円になる

ことから、８，１０８万円を増額しています。予備費については、当初予

算で計上していましたが減額しております。 

一方、歳入におきましては、療養給付費等交付金は、退職者医療制度に

基づき、６５歳未満の年金給付を受ける退職被保険者の保険給付に対する

交付金ですが、退職遡及適用分に係る過年度分として見込んでいたものが
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少なかったため、１億１００万円の減額をしております。 

さらに、県支出金におきましては、特定健康診査において実施している

腎機能検査に対する補助金として、愛媛県から健康増進事業費補助金が交

付されることにより、一般財源から県支出に財源補正するため、３４万５

千円を増額しております。 

補正予算につきましては、現在確定した金額と過去の実績から予想した

保険給付金額であり、３月議会に上程する平成２５年度国民健康保険事業

特別会計３月補正予算（案）の説明を終わります。 

 

質疑はありませんか。 

 （特になし） 

 

以上で質疑を終わります。 

討論に入ります。討論は、ありませんか。 

 （特になし） 

 

以上で討論を終わります。 

それでは、２号議案「平成２５年度国民健康保険事業特別会計３月補正

予算案について」は、原案のとおり承認してよろしいでしょうか。賛成の

方の挙手を求めます。 

 （採択） 

 

挙手多数により、２号議案につきましては、原案どおり承認することに

決しました。 

次に、３号議案「平成２５年度国民健康保険事業特別会計決算見込みに

ついて」を議題といたします。事務局より説明をお願いします。 

 

第２号議案、平成２５年度国民健康保健事業特別会計歳入・歳出決算（見

込）につきましては、資料２ページをご覧ください。この決算見込は、平

成２６年１月末現在の推計によるものでございます。 

３月補正後の事業勘定につきまして、金額の大きなもの、また、額の確

定したものにつきましてご説明いたします。 

それでは、まず、歳出の中で最も大きな割合を占めております療養給付

費は、被保険者の外来、入院に伴う診療や薬剤などの費用でございますが、

３～１０月診療の一般被保険者分の療養給付の実績では、前年同月比０．

５５％増で予想より低い値に留まっており、今後、ある程度の伸びを見込
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み、１億６，６５５万２千円減の７７億４，６４２万９千円を見込んでお

ります。同様に退職被保険者につきましても、退職者医療制度対象者の減

少に伴い、８，５７３万６千円減の６億３，６６７万円と見込んでおりま

す。 

療養費は、医師の同意を得て補完的に行う柔道整復術やコルセットの支

給などですが、３月予算補正後の額を見込んでおります。 

次に、高額療養費でございますが、３月補正予算後の額を見込んでおり、

退職被保険者分につきましては、対象者の減少に伴い、１，６９４万６千

円減と見込んでおります。 

保険給付費は、現時点での予想額を見込んでおりますが、今後のインフ

ルエンザやノロウイルス等の流行等によっては、この見込みと大きく相違

することも考えられます。 

共同事業拠出金につきましては、国保連合会からの平成２５年度見込み

額通知に基づき、当初の１レセプト８０万円以上に係る高額医療費拠出金

は、８，２６４万３千円減を見込んでおり、１レセプト３０万円以上に係

る共同安定化拠出金につきましても、同様に１億３，８６９万１千円減を

見込んでおります。以上が歳出の主な見込みでございます。 

続いて歳入でございますが、保険料の一般被保険者分につきましては、

１１月までの納期分までで昨年度並みの徴収率となっておりますが、調定

全体で１．５％程度減少しており、退職者医療制度対象者の減少（一般被

保険者の増加となる。）も見込んだうえ、一般被保険者全体と退職被保険

者全体の保険料として、それぞれ１，５４４万１千円増の２０億９，０８

１万７千円、５，５１６万４千円減の２億３，０６６万１千円を見込んで

おります。 

国庫支出金では、療養給付費等負担金におきまして、歳出の保険給付費

の減少に伴う医療分の減少や後期高齢者支援金分の増、介護納付金分の減

を差引し、全体で２，４２６万６千円の増を見込んでおります。 

また、高額医療費共同事業拠出金の減額見込みに伴い、国・県の負担分、

それぞれ２，０６６万１千円の減を見込んでおります。 

次に、国財政調整交付金につきましては、前年度１２月から今年度１１

月診療分までの実績給付費を基に算定されますが、保険給付費の見込み減

などにより１億９３０万９千円の減を見込んでおります。国庫支出金全体

では、１億５７０万４千円の減を見込んでおります。 

次に、療養給付費等交付金につきましては、退職被保険者の保険給付費

と保険料収入により決定されますが、対象者の減少により５，３０７万６

千円の減を見込んでおります。 
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会長 

 

 

 

 

 

県支出金のうち、県調整交付金につきましては、国の調整交付金と同じ

方法で算出されますが、平成２４年度（３月診療分）より国の療養給付費

の補助率の割合が３４％から３２％に減額され、代わりに県の特別調整交

付金の割合が１％から３％に増額されており、４２５万円増と見込んでお

ります。 

共同事業交付金につきましては、国保連合会からの平成２５年度見込み

額通知に基づき、あわせて２億２，１３３万４千円の減少を見込んでおり

ます。 

以上、歳入歳出差引は、見込みでは、５千４００万円程度の黒字が生じ

ており、予想を上回る保険給付額の支出が生じない限り、収支は整うもの

と見通しております。 

以上で、平成２５年度国民健康保険事業特別会計歳入・歳出決算見込の

説明を終わります。 

 

質疑はありませんか。 

 

歳入の保険料の３月補正後と決算見込との差額についてだが、一般被保

険者がプラス１５，４４１千円で、退職被保険者がマイナス５５，１６４

千円であるが、計マイナス３９，７２３千円は単なる計算上の数字なのか

お伺いしたい。 

 

そうです、計算上のマイナスです。退職保険者は、国保加入者で年金受

給をしている６５歳未満の方と扶養者が対象となります。定年の延長や年

金遡及者の減少にて退職保険者の数が当初予想より減少したためにマイ

ナスになりました。 

 

保険料の滞納額が増えたわけではないのですか。 

 

そうです。被保険者区分の相違です。 

 

他に質疑はありませんか。 

 （特になし） 

以上で質疑を終わります。 

討論に入ります。討論は、ありませんか。 

 （特になし） 
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以上で討論を終わります。 

それでは、３号議案「平成２５年度国民健康保険事業特別会計決算見込

みについて」は、原案のとおり承認してよろしいでしょうか。賛成の方の

挙手を求めます。 

 （採択） 

 

次に、４号議案「諮問事項について」を議題とします。事務局より説明

をお願いします。 

 

「諮問書」 

平成２６年２月５日、新居浜市国民健康保険運営協議会会長高橋一郎様 

新居浜市長 石川 勝行 諮問書  

平成２６年度国民健康保険事業に係る財政計画等にあたり、次の事項につ

いて貴会の意見を求めます。 

１ 国民健康保険の保険料について 

（１） 医療分の保険料 

平成２６年度の保険料率を平成２５年度と同率に据置きとすること。 

（２） 後期高齢者支援金等分の保険料 

平成２６年度の保険料率を平成２５年度と同率に据置きとすること。 

 （３）介護分の保険料 

平成２６年度の保険料率を平成２５年度と同率に据置きとすること。 

ご審議よろしくお願いします。 

 （諮問書を運営協議会会長に渡す） 

 

質疑については５号議案と関連があるため、まとめてお願いします。 

 

次に５号議案「平成２６年度国保事業計画案及び国民健康保険事業予算

編成方針、特別会計当初予算案について」を議題とします。事務局より説

明を求めます。 

 

平成２６年度新居浜市国民健康保険事業計画案について、ご説明いたし

ます。会議資料の 3ページをお目通しください。 

この計画案は、新居浜市国民健康保険事業を適切に実施し、健全かつ安

定的な財政運営を行うことを目的として総合的に取り組み、効果的かつ効

率的に各事業を推進するために定める事業計画案でして、平成２６年度の

国民健康保険事業については、次に掲げる重点事業の積極的推進を図りこ
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れを強力に推進してまいります。 

すなわち、次の７点です。 

 重点事業として、（１）国民健康保険料の適正な見直し 

（２）収納率向上対策事業（３）給付事業の円滑な推進 

（４）被保険者資格の適用適正化事業（５）医療費適正化事業 

（６）保健事業（７）広報啓発事業 であり、項目ごとにその個別の事業

計画について、方針を策定しております。 

（１）国民健康保険料の適正な見直し 

 国保財政の安定的な運営を図るため、歳入・歳出の適切な分析に基づき、

加入者負担による保険料率の設定を行います。 

 また 26 年度については、低所得者層への保険料軽減の拡大・後期高齢

支援金と介護納付金についての賦課限度額それぞれ 2万円合計 4万円の引

き上げについて、これを適切に講じるとともに、被保険者への周知に努め

ます。 

（２）収納率向上対策事業 

 平成 22 年度より、悪質滞納者については債権管理対策室への一部事務

移管を行い、また国保課においても、差押などの強制徴収を実施するなど、

収納率の向上に努めております。 

（３）給付事業の円滑な推進 

 平成 26 年度に 70 歳に到達する被保険者について、その一部負担金は 1

割から 2割になることから、被保険者への事前通知と、円滑な推進に務め

ます。 

（４）被保険者資格の適用適正化事業 

被保険者の正確な資格適用に務めます。 

（５）医療費適正化事業 

 被保険者の生活の質の維持、向上を確保しつつ、医療費支出の適正化を

図る。特に、重複・頻回受診者や重症化予防・指導を推進します。 

（６）保健事業 

特定健康診査・特定保健指導の推進のほか、脳ドック助成、ジェネリック

医薬品使用の推進に務めます。 

（７）広報啓発事業 

市民・被保険者に対して国民健康保険制度の周知を図り、国保に対する理

解を深め関心を持ってもらう広報に務めます。 

次に、平成２６年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算（案）につ

いて、説明申し上げます。 

国民健康保険事業につきましては、保険給付費及び介護保険に伴う介護
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給付費納付金のほか、平成２０年度から制度改正により開始されておりま

す後期高齢者支援金及び前期高齢者の財政調整制度である納付金、特定健

康診査などの保健事業に必要な支出額を計上し、これに見合う公平で適正

な保険料の負担により予算編成をするのが原則となっております。 

平成２６年度の予算編成につきましては、平成２２年度に医療分の保険

料を改定して以降、保険給付費や後期高齢者支援金分と介護給付費納付金

に見合う保険料を設定する必要が生じ、国保の構造的問題である低所得者

が多く、年齢構成が高い被保険者の負担増をさらに生じさせないために保

険料は据え置くこととし、平成２６年度は予備費を計上しないこと、国保

財政調整基金を取崩すことにより、収支を整えたものとなっております。 

資料８ページから１１ページまでの予算編成方針のあらましにつきま

しては、すでにお目通ししていただいているものとして、説明を省略させ

ていただきます。 

平成２６年度国民健康保険（事業勘定）歳入・歳出予算の主な項目につ

きまして、説明申し上げます。 

まず、左側の歳出についてですが、総務費、人件費等の一般管理費、国

民健康保険団体連合会分担金などの総務費となっております。これらにつ

いては、ほぼ前年度並みとなっております。 

保険給付費は、国保の歳出では、最大のウェイトを占めております。療

養給付費につきましては、平成２５年３月から１０月の療養給付実績が、

前年同月比０．５５％増に留まっていることから、一人あたりの保険給付

費の伸びを０．５％増と見積もり、被保険者数の減少も見込んだ結果、保

険者負担額として７７億１，０９８万９千円を見込んでおります。 

退職被保険者分につきましても、保険者負担額として５億３，４２６万

５千円を見込んでおります。 

次に、高額療養費につきましても、同様に０．５％増と見積もり、一般

被保険者の保険者負担額として、１１億２７１万２千円を見込み、退職被

保険者分としては、１億２２８万２千円を見込んでおります。 

次に、後期高齢者支援金につきましては、医療費拠出金として１５億４，

７２４万３千円を計上しており、前年度と比較して大幅な減額になってお

ります。これは、算定において、２年前の平成２４年度分が確定し、概算

時より６千２百万円ほど払い過ぎとなった分を精算したことによるため

です。 

次に、介護給付費納付金につきましても、後期高齢者支援金と同様に平

成２４年度分確定分が２千７百万円ほど払い過ぎとなっていた分を精算

したことにより、前年度よりも４，５５０万５千円の減額となっておりま
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す。 

保健事業費については、特定健康診査等事業費７，２３９万５千円、保

健衛生普及費１，９５６万円、はり･きゅう施術補助の諸費２，２００万

円を計上し、総額で１億１，３９５万５千円となっております。 

公債費につきましては、平成２２年度に借り入れました県の広域化等支

援基金２億５千万円の返済が、２４年度から５年間に分割して始まってお

り、５千万円を計上しております。 

予備費につきましては、財政運営上のアクシデントに備えるため、計上

すべきものですが、収支を整えるため、当初予算では、捻出できず、未計

上となっています。 

以上、平成２６年度当初予算の歳出合計は、１３７億６，１４３万５千

円となっております。 

次に、歳入についてご説明いたします。 

まず、国民健康保険料のうち、医療分の保険料につきましては、平成２

５年度の決算見込み保険料調定額を基に、被保険者数や所得の伸び等を見

込んで算定しておりますが、平成２６年度に低所得者の保険料軽減の拡大

が予定されており、試算では、全体の調定が２％程度下がる見込みであり、

また、年金受給者については、平成２５年１２月受給分から１％減額され

ており、調定全体は大幅に減るものと見込んでいます。そのため、一般被

保険者の保険料調定額に予定収納率の９３．０６％を乗じて得た額１４億

４，３７３万９千円を計上しております。退職被保険者分も保険料調定額

に予定収納率９５．６９％を乗じた額１億２，２５２万９千円を計上いた

しております。滞納繰越分といたしまして、一般被保険者分４，８０４万

３千円、退職被保険者分２７５万４千円を計上しております。後期高齢者

支援金分及び介護分も医療分と同様に算出し、全体で前年度より１億５，

９８４万３千円の減額となっております。 

次に、国庫支出金ですが、国庫負担金のうち、療養給付費等負担金一般

被保険者分につきましては、保険給付費全体の中から前期高齢者交付金と

基盤安定繰入金の２分の１を控除した額の３２％が負担金となっており

ますが、保険給付費の見込みの減に伴い、国庫負担金も下がるので、老人

保健拠出金分１千円を含め、６，１０４万８千円減と見込み、後期支援金

負担金分では、２９５万円減、介護納付金負担金分としては、１，５２１

万４千円減、全体で、１９億２，９６３万３千円の収入を見込んでおりま

す。また、国の財政調整交付金につきましては、同様に保険給付費の減に

伴い、３，５７３万円の減を見込んでおります。 

都道府県財政調整交付金につきましては、２４年度より国の負担割合変



11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

会長 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

会長 

 

 

更があったことから、愛媛県においては、平成２６年度まで従来通り普通

調整交付金に流用して再配分されることとされており、２８３万３千円の

減を見込んでおります。 

次に、その他一般会計繰入金につきましては、一部負担金の割合を減じ

る等いわゆる地方単独事業の実施により減額される国庫負担金相当分に

ついて財源措置を含め、その他一般会計繰入金として、合計で２億５，７

９６万８千円を計上しており、一般会計繰入金全体では、総額１１億６，

２４４万４千円を計上しております。 

以上、歳入分に対して、保険料、国・県の支出金、財政調整である前期

高齢者交付金、退職者医療制度に基づく療養給付費等交付金、あるいは共

同事業、一般会計繰入金などを計上した結果、なお、発生する歳入の不足

分について国庫財政調整基金繰入金として、４億２，９００万円を計上し

ております。これが、国民健康保険財政調整基金からの取り崩しというこ

とになります。 

歳入合計は、総額で１３７億６，１４３万５千円となっております。 

以上で、平成２６年度国民健康保健事業特別会計歳入・歳出予算案の説

明を終わります。 

 

第４号議案及び第５号議案について、質疑がありませんか。    

（特になし）   

 

 以上で質疑を終わります。 

 討論に入ります。討論はありませんか。 

  （特になし） 

以上で討論を終わります。 

それでは、第４号議案「諮問事項について」、第５号議案「平成２６年

度国民健康保険事業特別会計当初予算案及び国保事業計画案について」

は、原案どおり承認してよろしいでしょうか。賛成の方の挙手を求めます。 

  （採 択） 

 

挙手多数により、第４号、第５号議案につきましては、原案どおり承認

することに決しました。 

 

次に６号議案「その他 あいクリニック訴訟の経過報告」について、事

務局より報告をお願いします。 
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 あいクリニック訴訟については、平成２５年１１月２１日に和解し、返

還総額４，４２１，５２８円の一括入金がありました。新居浜国保分３，

７６７，５７７円は国保特別会計の雑入に入金させていただいておりま

す。以上で報告を終わります。 

 

これについてなにか質問等がありますか。    

（特になし）   

 

その他、協議が必要な議案はございませんか。 

 

現在の運営協議会委員の任期が、今年３月３１日に任期満了となるため、

各団体等には推薦依頼をお願いする予定にしております。被保険者代表に

ついては昨年１２月号の市政だより等で公募し、１名の応募がありまし

た。定員は４名のため、再度公募する予定ですが、お心当たりのある方は

ご協力をお願いします。 

 

これをもちまして、運営協議会を終了いたします。本日は長時間にわた

り、ご活発なご意見・ご提言をたまわり、誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

   以上のとおり会議の顛末を記録し、相違ないことを証明し、押印します。 

 

          平成２６年２月  日 

           

    新居浜市国民健康保険運営協議会被保険者代表委員  白石 忍  ㊞ 

  

    新居浜市国民健康保険運営協議会保険医又は保険薬剤師代表委員 

                             北村 好隆 ㊞ 


